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“活かすもの”“活かせるもの”を考える 

　1月末、地域経済に大きな影響を与えかねない大きなニュースが飛び込んでき

た。夏油高原スキー場を運営していた夏油高原開発に続き、盛岡グランドホテル

や安比高原スキー場などを経営する岩手ホテル＆リゾートの経営権が、北海道に

拠点を置く加森観光に移譲されるという。昨春の高弥建設の破綻に次ぐ、岩手経

済界のビッグニュース。あたかも20世紀型企業経営と地域運営の終焉を印象づ

けた感がある。景気の低迷から抜けられない日本経済の現状にあって、どのよう

な発想が必要なのか。そのキーワードを探ってみた。 

　プランAとして用意されている900万円の住宅。宣伝
にはCM、チラシ、新聞などを利用し、展示場で実物を見て
いただく。「よくある電話・訪問などの『ストーカー営業』
など不快な思いをさせたり無駄なことはしません。」 

　「住環境株式会社」の代表である内
村豊さん。「実際の建築は契約してい
る工務店などのビルダーに担当して
いただきます。当初は反発もありま
したが、仕事の安定供給が可能であ
ることが分かり、納得していただけ
ました。こうしたビルダーの方々の
技術を守るためにもこれから社員的
な待遇――ボーナスや退職金など――
にも取り組もうと考えています。」 

　インキュベートルームはD.I.Y事
業を、矢巾の事業所は住宅関係を中
心に運営される。アルミサッシメー
カーの役員も務めた内村さんだけに、
信頼と人望は厚い。「今年中に50棟
の建築を目標にしています。」という
口調には、気負いは感じられない。 

　景気の低迷と共に、減少している住宅着工数。景気回復を願う心は、建設業界だ
けでなく、資材などに携わる各方面の業界にとっても共通だ。そうした中で、自ら需要
を掘り起こそうという企業が誕生した。それが今回取材した住環境株式会社。多く
のハウスメーカーや工務店などとのつきあいを通しながら、「古い体質」からの脱却を
試みる手法は、これからの住宅、これからの住環境として注目を集めるはずである。 

◆インキュベートルー
ムとは／企業成長を
支援するための施設
で、創業間もない企
業等に低額で貸与す
るマリオス7階のオフ
ィススペース。入居者
に対しては総合的な
支援を実施している。 
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「ローコスト」でなく「適正価格」を 
　昨年11月に設立されたばかりの「住環境株
式会社」の代表である内村豊さんは、開口一
番驚くべき話をしてくれた。 
　「メーカーで1600～2000万円する新築住
宅を当社は900万円程度で建築します。しかも、
手入れさえすれば50年、100年維持できます。
当社は『ローコスト』な家造りをしているわ
けではなく『適正価格』で造るんです。」 
　この手法には、内村さん自身が経験し、吸
収してきたノウハウが随所に活かされている。 
　「アルミサッシメーカーに勤務している頃
から建築関係の人とおつき合いがありました。
　その中で感じたのは、昔ながらの体質です。
　例えば建築費用に関しても、どんぶり勘定
なんです。これでは信頼を得られませんよね。」 
　住環境株式会社では、すべての工程を一か
ら見直した。「いわば工業製品を作るように」
（内村さん）無駄な部分を省き、工事以外の宣
伝や営業にかかる経費も圧縮した。 
　「こうした見直しから、通常なら2～3ヵ月
かかる建築期間を1ヵ月でできるようにしま
した。そうなれば人件費である大工さんへの
報酬も安く済みますし、すぐに次の仕事に取
りかかることができます。」 
 
「住む」ということを追求して 
　こうした事業は、住宅メーカーとしての成

功を目指すためではない。社名である真の「住

環境」を提供できる企業にするためだ。 

　「住むということは、家だけではありません

よね。誰でも自分が『いいな』と思う町がある

はずです。医療や道路・交通などのサービス、

教育環境…そうしたすべてが機能して始めて

人が暮らしやすい街になると思うんです。で

すから当社では不動産も含めた都市計画も事

業の一つとしています。さらにもう一つ、『リ

モデル事業』もこれから中心になる事業です。」 

　聞き慣れない「リモデル」とはなんだろう。 

 

D.I.Y の新しい流れを目指す 
　「日本で言う『リフォーム』は和製英語で、英

語では『リモデル』と言います。私たちが目指

すのは新築まで含めたライフスタイルの『リ

モデル』でありD.I.Y（自ら住まいと
生活を作る ）事業です。」 

　ある店を思い描いていただきたい。広さは

通常のホームセンターの10倍はあろうかとい

う巨大店舗。入口を入るとまず「プランニング

部」という看板を目にする。希望すれば、リフ

ォームはもちろん、新築などに対してもプラ

ンニングをしてくれるコーナーだ。すでにプ

ランが決定した人やプランニングが必要ない

人は「資材部」に行く。そこには建設資材から

日曜大工の用品までありとあらゆるものが手

に入る。もちろん、施工ができない人も心配す

ることはない。契約しているビルダーが常駐し、

あなたの夢の家を造ってくれるのだから…。 

　「安い買い物ではありませんから、透明性が

高い事業は信頼を生みます。『売った後は知ら

んぷり』という現在の狩猟民族的なやり方は

長続きしません。お客様に満足していただき、

そのお客様がまた新たなお客様を生んでくれ

る…農耕民族として生きていく必要があると

思うんです。そのためには現在消えつつある

技術も残さなければなりません。質の高い技

術と工法こそ、住環境の基本になるのです。」 

　新世紀の住環境発信地が岩手となる日がす

ぐそこまで近づいている。 

住環境株式会社 

Do it yourself
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エキスパートのノウハウを活かす！
加森観光は、北海道を中心に、スキー場やゴルフ場、

遊園地、プールなどを備えたルスツリゾートをはじめ

とする各種リゾート施設を運営している企業で、県内

では昨年12月、経営不振に陥った北上市の第3セクタ

ー・夏油高原開発の経営を引き継ぎ、夏油高原スキー

場の運営を行っている。スキー客の落ち込みや国内観

光旅行が低迷するなかにあって、全国規模の観光グル

ープを目指して北海道外へも積極的に進出。岩手ホテ

ル＆リゾートの経営移譲が明らかとなった1月31日の

前日には、昨年8月に経営破綻した兵庫県尼崎市の

「姫路セントラルパーク」の経営権取得も発表され、

関西圏に初めての拠点をもつことも決まっている。い

わば競争が激化する業界にあって、長年地域経済の発

展に貢献してきたリクルートからリゾート運営の専門

企業に今後の経営が委ねられた形だ。一方、リクルー

トはリゾート施設の運営から全面撤退し、情報関連産

業に資源の集約をはかるという。いずれも得意分野で

生き残りをかけるわけだが、その背景にあるのはそれ

ぞれの企業がもつ、エキスパートとして蓄積してきた

ノウハウだ。新しい分野への進出を目指す開拓精神も

大事だが、まずは自社の企業力や強みを洗いなおして

みることが大切ではないか。

市民パワーで業を興す！
同じ北海道からもう一つ情報を。自然体験ツアーを

企画・実施している特定非営利活動法人

（NPO）「ねおす」は、今春、ツアーの

手配や営業を行う旅行会社を設立す

るという。これまで約450人いる

会員を対象に大雪山などでのキ

ャンプなど体験型ツアーを実施

してきたが、道外からの需要が

高まってきたことから交通機関

などへの手配業務が増加。そうし

たニーズに対応するため、新会社

を設立することにした。新会社は営業や手配業務を行

い、NPOではガイドやツアーの実施を担当する計画だ。

このようにNPOが企業を設立する例は珍しく、今後の

動向に注目が集まっている。従来は企業経営者などが

地域貢献を目指してNPOを設立するケースも多く、と

かくボランティアの延長としてみられがちなNPO活動

だが、コミュニティビジネスの枠を越えた新しい産業

の担い手として大きなポテンシャルを感じずにはいら

れない。

温故知新で発想する！
ところで、先般東京のベンチャー企業が主催する中

小企業経営者の会（社長の会）に参加してきた。参加資

格は代表権のある役員のみ。少人数で自社のプレゼン

テーションをしながらビジネスの話を交わす。といっ

ても商談しているわけではない。また名刺を交換する

だけの異業種交流会でもない。自社のPRをしつつ、

他社からビジネスに結びつくネタを探す。技術や情報

を盗むためではなく、パートナーを探しているのであ

る。そこに参加した企業に、鳥取に本社を置く「ポス

トコミュニケーション」（http://www.postcom.co.jp）

があった。いわゆるネットを通じて郵便発送を代行す

る企業で、年賀状やDMだけでなく、各種案内状や請

求書まで何でも発送してくれる。発送は1枚からでも

OK。エクセルなどの住所録データを転送すれば、宛

名書きも必要ない。従来型の通信手段である郵便とIT

を組み合わせ、心を届ける新しいビジネスを

興した。もちろんメリットはそれだけで

はない。1枚単位で印刷できるため、

発送する相手の年齢や性別、志向

に合わせた広告を入れることも可

能だ。作業の代行といった利便

性だけでなく、付加価値を高め

るアイディアと仕組み。既存のも

のの良さを引き出す新しい発想が

求められている。（公）
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